

年
度
も
脱
炭
素
化
推
進

技
術
委
・
全
国
技
術

委
員
長
会
議

高
品
質
合
材
を
安
定
供
給

日合協
　
日
本
ア
ス
フ

ル
ト
合
材
協

会︵
日
合
協
今
泉
保
彦
会
長
︶

は

日

東
京
都
中
央
区
の
Ｔ

Ｋ
Ｐ
ガ

デ
ン
シ
テ

Ｐ
Ｒ
Ｅ

Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｍ
東
京
駅
日
本
橋
で
２

０
２
４
年
度
１
回
目
の
技
術
委

員
会
を
開
き
‖
写
真


年
度

の
事
業
計
画
案
と
予
算
案
を
了

承
し
た


年
度
事
業
計
画
で

は
引
き
続
き
ア
ス
フ

ル
ト
合

材
の
脱
炭
素
化
を
推
進

有
効

な
材
料
や
燃
料

合
材
工
場
の

製
造
装
置
な
ど
を
調
査
す
る


　
冒
頭
あ
い
さ
つ
し
た
守
安
弘

周
技
術
委
員
長
は
﹁
私
た
ち
が

携
わ

て
い
る
道
路
舗
装
は
国

民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
や
国

の
持
続
的
発
展
に
資
す
る
重
要

な
社
会
資
本
で
あ
り

ア
ス
フ


ル
ト
合
材
製
造
業
界
の
果
た

す
役
割
も
大
変
重
要
﹂と
強
調


そ
の
上
で
﹁
多
種
多
様
な
社
会

の
要
請
に
対
応
す
る
良
質
な
ア

ス
フ

ル
ト
合
材
の
安
定
供
給

を
目
的
に
調
査
研
究

製
造
技

術
開
発
を
行
う

特
に
カ

ボ

ン
ニ


ト
ラ
ル
︵
Ｃ
Ｎ
︶
に

向
け

合
材
工
場
で
の
低
炭
素

化
へ
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
﹂
と
の
認
識

を
示
し
た


　

年
度
事
業
計
画
で
は
合
材

の
脱
炭
素
化
と
と
も
に
▽
合
材

︵
新
規
・
再
生
︶
の
品
質
管
理

を
総
合
的
に
調
査
検
討
▽
ア
ス

フ

ル
ト
発
生
材
の
再
生
改
質

お
よ
び
再
々
生
を
調
査
検
討
▽

﹁
社
会
構
造
の
変
化
に
対
応
し

た
ア
ス
フ

ル
ト
混
合
物
再
生

利
用
技
術
に
関
す
る
共
同
研

究
﹂
を
実
施
▽
﹁
中
温
化
剤
・

中
温
化
ア
ス
フ

ル
ト
を
活
用

し
た
中
温
化
混
合
物
の
製
造
・

施
工
に
関
す
る
調
査
研
究
﹂
を

実
施
▽
技
術
研
修
会
の
資
料
作

成
や
講
師
派
遣

関
係
団
体
の

技
術
研
修
会
に
協
賛
参
加
▽
関

係
団
体
と
の
情
報
交
換

海
外

参
考
技
術
な
ど
の
調
査
▽
仙
台

で
全
国
技
術
委
員
長
会
議
の
開

催
｜
の
各
事
項
を
盛
り
込
ん

だ


　
同
日
は
技
術
委
員
会
に
続
い

て
全
国
技
術
委
員
長
会
議
も
開

催

日
合
協
に
よ
る
調
査
研
究

な
ど
の
活
動
を
報
告
し

土
木

研
究
所
先
端
材
料
資
源
研
究
セ

ン
タ

の
新
田
弘
之
材
料
資
源

研
究
グ
ル

プ
長
が
﹁
ア
ス
フ


ル
ト
舗
装
の
永
続
リ
サ
イ
ク

ル
に
向
け
て
﹂
を
テ

マ
に
特

別
講
演
し
た

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